
チェック項目 評価 改善目標、工夫している点など

① 利用定員かが発達支援室等スペースとの関係で適切
であるか ○

設置基準等につきましては、関係法律に基づいて、適
切に運営を行っております。事業所を移転したこと
で、活動スペースも大幅に広くなりました。

② 職員の配置数は適切であるか ○

関係法律に基づいて、適切に人員配置を行っていま
す。配置基準については、全員正規職員となっていま
す。昨年度は、やむを得ない理由で職員の退職があ
り、ご心配をおかけしたことお詫び致します。

③ 事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が
適切になされているか ○

高齢者施設の跡地であり、玄関口を除けば室内では、
バリアフリーとなっています。トイレも手すり等を設
置しています。

④ 業務改善を進めるための PDCA サイクル  (目標設定
と振り返り)に、広く職員が参画しているか ○

日々の会議のなかで、スタッフ全員で業務改善の協議
することを心がけています。また、最新の記録システ
ムの導入により、確実な情報収拾を行うようにしてい
ます。

⑤
保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート
調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業務改
善につなけげているか

○
保護者の皆様には、事前アンケート調査にご協力いた
だきました。ありがとうございました。

⑥ この自己評価の結果を、事業所の会報やホームペー
ジ等で公開しているか ○

自己評価票の結果につきましては、事業所のホーム
ページで公開を行っています。

⑦ 第三者による外部評価を行い、評価結果を 業務改善
につなげているか ○

幅広い、外部の方からの意見を参考にしながら、業務
改善に繋げて参ります。運営法人全体で共有すること
で、事業所の支援体制の向上を図っていきます。

⑧ 職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保
しているか ○

合同研修や社内研修を定期的に行い、外部での研修に
も参加させていただいております。また、今後は外部
の研修にも率先して参加する予定です。

⑨
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計
画を作成しているか

○

すべての職員で会議を行い、アセスメントや保護者の
ニーズに基づいて計画を作成しています。再アセスメ
ントについての課題はありますが、解決に向けて取り
組んでおります。

⑩ こどもたちの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用しているか ○

事業所で規定した、アセスメントシートに基づく評価
を行っています。

⑪
児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」の「発達支援」「家族支援」「地域支援」で示す
内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で具体
的な支援内容が設定されているか

○

その日の児童の体調、状況、天候等を考慮した上で、
柔軟な活動プログラムが立案できるように心がけてい
ます。常に、目的を持ったプログラムの提供を心がけ
ています。

⑫ 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか ○

年齢や特性、性別、天候、季節等に合わせて活動を行
なっています。また、お子様の意見も取り入れて活動
プログラムを立案しています。

こどもサポートルーム　クレア　放課後等デイサービス自己評価票

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供



⑬ 活動プログラムの立案をチームで行っているか ○
日頃から課題や目標に応じた支援ができるように、職
員全員で心かげています。

⑭ 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか ○
保護者のご意見をお尋ねしながら、お子様の状況に合
わせて、個別支援計画の作成を行なっています。

⑮ こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせて児童発達支援計画を作成しているか ○

毎朝朝礼で確認しあい、日中もスタッフ間で声を掛け合って
います。長期休暇中は、1日のスケジュールを紙面で確認し、
スタッフの共通理解を図るとともに、急な変更にも対応でき
るような体制作りを心がけています。

⑯
支援開始前には職員間で必ず打ち合わせをし、その
日行われる支援の内容な役割分担について確認して
いるか

○

朝礼で打ち合わせや前日の振り返りを行い、その都度
共有することを心かげています。最新式の記録システ
ム導入により、職員が全ての記録に気軽にアクセスで
きるようになりました。

⑰
支援終了後には、職員間で必ず打ち合わせをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等
を共有しているか

○

気づいたことなどをすぐに書けるようにノートを準備
したり、職員同士確認や声掛けを行いながら記録を記
載しています。

⑱ 日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか ○

個別支援計画の作成に関しては、原則、すべての職員
が参加したケース会議を行った上で、モニタリング、
個別支援計画の作成が行われます。

⑲ 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の
見直しの必要性を判断しているか ○

職員全員でケース会議を行い、活動内容などを決定し
ています。活動やイベントについても、起案書を作成
し、その内容や目的を明確にしていくようにこころが
けています。

⑳
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその
子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し
ているか

○

基本的には、児童発達支援管理責任者を中心として、
場合によっては複数のスタッフで参加をお願いしてい
ます。

㉑ 母子保健やこども・子育て支援等の関係者や関係機
関と連携した支援を行なっているか ○

保護者とは、可能な限りコミュニケーションを図りな
がら、本人の様子を把握するように努めています。必
要に応じて、関係機関との連携も図るようにしていま
す。

㉒

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある
子ども等を支援している場合） 地域の保健、医療、
障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援
を行っている

△

児童発達支援として医療的ケアや重度心身障害のある
お子様をお預かりした実績はありませんが、必要に応
じて、連携を図るようにこころがけています。

㉓
（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある
子ども等を支援している場合） 子どもの主治医や協
力医療機関等と連絡体制を整えている

△

児童発達支援として医療的ケアや重度心身障害のある
お子様をお預かりした実績はありませんが、必要に応
じて、保護者様を介して、主治医等との連絡をとるよ
うにしております。

㉔
保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼
稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理
解を図っている

○
幼稚園等との緊密な連携を図っており、支援内容や状
況等の情報共有と相互理解を図っています。関
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㉕
小学校や特別支援学校（小学部）との間で、移行に
向け得た支援内容等の情報共有と相互理解を図って
いる

○

入学後に放課後等デイサービスの利用に移行するお子
様が多いので、入学後に先生との連携を図るようにし
ています。

㉖
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、
発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助
言や研修を受けている

△

必要に応じて、久留米市、基幹相談支援センター、久
留米市障害福祉課、計画相談事業所等に相談させてい
ただいています。また、研修等にも参加させていただ
いています。

㉗ 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害
のない子どもと活動する機会がある ×

保育所や幼稚園等との交流実績はありませんが、公園
等など、障がいのないこどもとの交流を図る機会を提
供し、積極的に交流を図っていきます。

㉘ （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子
育て会議等へ積極的に参加している △

現在は、実績はありませんが、お呼びいただければ積
極的に参加させていただきたいと思います。

㉙
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども
の発達の状況や課題について共通理解を持っている
か

○

日頃から、お子様の状況は、送迎時や連絡帳を通じ
て、お話させていただいています。お忙しい時間帯と
は存じますが、今後ともよろしくお願い致します。

㉚
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対
してペアレント・トレーニング等の支援を行なって
いるか

○

保護者の皆様にアドバイスを頂いているのが現状です
が、事業所から保護者の皆様に細やかなご提案ができ
るように努めています。

㉛ 運営規定、支援の内容、利用者負担等について丁寧
な説明を行なっているか ○

契約時には、できる限り詳しく説明を行うようにして
います。また、普段からシンプルな運営を心がけ、難
しい説明を行わなくてもよいサービス提供体制を行っ
ています。

32

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供
すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づ
き作成された「児童発達支援計画」を示しながら支
援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画
の同意を得ている

○

当事業所の児童発達支援の特徴上、スムーズに放課後
等デイサービスに移行することを目的としているお子
様が多い中で、ご本人の課題やニーズを汲み取るよう
にしている。

33 保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に
応じ、必要な助言と支援を行なっているか ○

伺ったお話を協議し、対応を考えています。その際に
は、個人情報やプライバシーには十分注意をするよう
に心がけています。

34 父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す
る等により、保護者同士の連携を支援しているか ○

現在、父母の会等の活動はできていません。各家庭の
ご都合に配慮して、ご要望にお応えできればと思いま
す。

35

子どもや保護者からの相談や申し入れについて、対
応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周
知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応して
いるか

○

これまでの運営上の経験を踏まえ、苦情体制について
は第三者委員も含めて細やかな整備を行っています。
顧問弁護士による法的な対応体制も構築しています。

36
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して
いるか

○

月の予定については、事前にご案内を行っています。
連絡帳アプリの導入により、事前の詳細なご案内や、
実際の活動の様子をお伝えするようにしています。
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37 個人情報に十分注意しているか ○

個人情報につきましては、法律に基づいて適切に運用
を行っています。契約時には、個人情報（画像等を含
む）をどこまでをオープンにするかといった同意書へ
の署名をお願いしています。

38 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮をしているか ○

視覚支援等を活用し、個々に応じた対応ができるよう
に努めております。

39 事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれ
た事業運営を行っているか ×

まだ地域住民を招待した実績はありません。近隣の
方々との挨拶や交流を心がけています。

40
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知してい
るか

△

緊急時対応マニュアル、感染症マニュアル、防犯マ
ニュアルは作成し、それに基づいた運営を行っていま
すが、保護者への周知については改善の必要性があり
ます。

41 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他
必要な訓練を行っているか ○

緊急時対応マニュアルに基づいて、避難訓練を実施し
ています。

42 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこども
の状況を確認しているか ○

利用開始時のアセスメントにおいて、服薬状況や発作
の状況などは詳細に確認をさせていただいています。

43 食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示
書に基づく対応がされているか ○

児童発達支援に関する実績はありませんが、アレル
ギー疾患によるアナフィラキシーの可能性がある子ど
もをお預かりしていますので、主治医による対応方法
の説明、確認を行っています。

㊹
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して
いる ○

ヒヤリハット事例を作成、集約しております。今後、
その事例集を活用していくようにしています。

㊺
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応を行っているか ○

日常的にスタッフ同士対応を見直し、協議したり、社
内研修の中で確認しあいながら虐待防止を意識するよ
うに心がけています。

㊻

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ
いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十
分に説明し了承を得た上で、児童発達支援計画に記
載しているか

○
身体拘束については、契約時に保護者には十分説明を
行い、同意書にご署名をお願いしています。

○ できている
△ どちらでもない
× できない
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